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’９９年国民平和大行進土浦二1一又ま７月９日 (金)

　ヒロシマ・ナガサキの被爆から５４年目の夏がやってきます。核実験全面禁止核兵器廃絶の国際世論の高

まりの中で、昨年インド・パキスタンが核実験を強行し、北朝鮮、イラクの核疑惑も核兵器の拡散の危惧を

現実のものとして世界に示しました。核保有５カ国はいまなお３万発以上の核兵器を持ち、核実験を続けて

います。

　19 9 9年原水爆禁止世界大会に向けて、５月８日礼文島を出発した国民平和大行進北海道コースは７月

１日茨城県に入ってきました。県南のコースと日程は別紙のとおりです。１歩でも２歩でも参加できるよう

に予定を組んでください。

締柄切り

？月３０勍（貪）

　「日米共同訓練」で

百里Ｆ１５グアムへ派遣１

グアム島でおこなわれた日米共同訓練に、

行事こよみ　　　　　’

６２５第２回平和行進県南実行委（つ乱ｊｔ?

６・２６

　　２７　日本平和委員全国大会（山口参加）

７．　２　第２回８・１５実行委員会（１中地区公）

７・　６　平和の会理事会（１中地区公）

７・　９　国民平和行進土浦コース（石岡～荒川沖）

７・１１　土浦母親大会（ｔ中地区公民館）

|仲間が５名増えました

原水婪大僉ぐ長樹代表∂ａゆ！

き　８月４～６日（広島）

　　８月７～９日（長崎）

　　　（茨城はここに参加）

出発は７日羽田発J A L1 8 3便

　　　９：３０発・・１０：５０着

帰路は９日長崎発J A L 1 8 6便

　　１７：２５発・・１９：００羽田着

空自ではじめて百里（７空団３０５飛行隊）のＦ１５

要撃戦闘機６機と三沢（警戒航空隊）のＥ２Ｃ早期警戒機２機が参加しました。米空軍は嘉手納の

Ｆ１５とＥ３Ｂの８機。訓練項目は「電子戦環境下における防空訓練、戦闘機戦闘訓練、再発進準

備訓練」といいます。米空軍の電子戦機の支援を受けながら米軍と一体の攻撃訓練を行ったわけで

､す。これは後方地域支援の訓練ではなく、まさに戦争法（新ガイドライン）の先を行く、戦闘訓練

です。

　一方、国内では北方機動演習が行われ、迷彩服の自衛隊が民間定期便の飛行機やフェリーに乗り

込んだため、一般乗客がビックリ。野呂田防衛庁長官は記者団に対して「自衛隊機だけでは対応で

きない場合、目的地に着いてすぐに活動するためには、迷彩服着用はやむを得ない」と語りました。

こんな物騒な訓練は絶対に計画して欲しくないものです。
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